
隆
訓
黙
記
載
の
一
様
式
に
つ
い
て
の
報
告
林
　
苦
　
現

訓
驚
記
載
の
原
料
が
、
珂
卦
・
朱
を
は
じ
め
墨
、

そ
れ
に
再
に
績
・
青
・
藍
・
貴
な
ど
l
、
ず
れ
も
毛
筆

に
よ
る
三
、
二
墨
）
に
被
っ
て
い
る
こ
と
は
な
く
知

ら
れ
る
珊
ぞ
あ
る
。
し
か
る
に
、
石
玖
外
に
、
毛
筆

に
撮
ら
ず
・
象
牙
外
耳
い
駐
竹
の
細
い
捧
そ
、
先
端

が
格
も
鉄
筆
の
如
く
鋭
利
在
同
異
ぞ
、
風
面
に
人
称

の
如
く
足
し
て
、
傍
訓
、
与
竜
、
ヲ
コ
ト
瓶
或
い
良

夫
与
の
異
同
を
書
き
表
し
た
訓
簸
資
料
の
存
す
る
こ

と
が
、
平
喜
醇
代
の
訓
泉
本
調
査
に
D
n
て
判
明
し

た
。
自
称
注
入
醇
を
皆
に
し
て
は
っ
き
り
と
浮
い
て

泉
る
。
こ
の
豪
勢
に
気
侭
い
て
賂
足
さ
れ
た
匂
幾
本

も
蜃
、
、
あ
る
　
（
還
蕗
鼻
息
博
士
「
訓
罷
資
料
と
訓
敷

詰
の
厨
究
己
、
十
四
頁
）
。
坪
が
右
笹
の
乱
路
線
数
良

太
唇
を
骨
に
し
て
抵
衆
論
、
末
醇
に
句
っ
て
も
林
見

轟
く
、
見
逸
さ
れ
易
い
抑
泉
凍
環
で
あ
る
。
玖
下
の

こ
資
料
且
、
い
ず
れ
も
蛍
光
盤
の
下
ぞ
俄
然
に
も
胃

に
衛
れ
る
こ
と
が
ゼ
き
た
も
の
ぞ
、
光
電
の
当
リ
エ

各
ぞ
浮
び
上
っ
た
。
敢
面
上
芝
の
頭
丸
が
正
さ
れ
て

凹
ん
ゼ
い
る
た
め
に
、
泥
亀
の
楓
封
が
異
境
に
光
っ

て
い
た
簿
県
東
侶
l
、
え
も
の
で
あ
る
。
放
っ
て
二
糞

／
　
（
皿
の
　
ル
ナ
！
β
）



科
と
も
啓
一
日
日
の
雨
塵
に
紋
見
逃
し
、
止
の
調
査

竜
も
気
付
か
苺
か
っ
た
の
は
簸
垂
か
ら
ぬ
こ
ヒ
ヒ
思

う
。
そ
れ
革
に
目
に
領
れ
簸
い
訓
粗
記
載
泉
武
あ
Q

ぞ
あ
る
。

私
が
豪
に
こ
の
よ
う
益
報
告
を
益
し
、
風
頓
を
肯
さ

せ
て
戴
く
の
日
、
遡
表
に
む
い
て
右
轟
の
資
斜
を
見

逃
し
良
し
払
机
っ
た
か
と
い
う
恋
れ
と
、
各
段
の
訓

欺
質
料
詞
昼
に
お
こ
い
て
、
こ
の
よ
う
在
嗜
異
奄
最
式

の
あ
る
こ
と
Q
配
慮
に
よ
っ
て
、
新
し
い
訓
衆
賓
斜

ボ
穐
見
と
れ
る
こ
と
を
再
縁
す
る
か
ら
に
外
な
ら
迩

ヽ

ゝ

．

I
L

今
夏
、
五
島
異
街
館
泉
の
隆
巷
・
瑛
轟
に
つ
い
て

同
醇
南
村
　
斎
玖
：
二
軍
秀
吉
氏
・
島
崎
一
軒
確
民
の

2

　

（

虹

の

　

′

ケ

！

／

）

空
風
ヒ
寒
馬
　
齢
玖
Q
音
備
に
よ
り
、
詞
査
す
る
換

金
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の
中
に
、
長
唇
四
年
（
一
芸
こ
移

泉
碑
語
を
も
つ
大
敵
塵
遮
郡
碑
林
隠
見
轟
二
、
一
軸

が
あ
る
．
重
要
美
府
晶
エ
し
て
、
本
文
尽
天
平
晴
代

の
昔
写
、
雄
郡
毎
草
薮
そ
保
存
も
哀
く
書
面
の
美
し

い
逸
品
ぞ
あ
る
．
金
巷
に
白
訓
泉
と
飾
ぺ
に
氷
魚
ボ

あ
り
、
日
華
の
上
に
恭
を
響
え
え
餌
も
あ
っ
て
匂
ネ

同
筆
ぞ
、
巻
尾
に
そ
の
日
筆
に
て
「
長
膚
可
－
（
年
）

七
百
一
日
移
監
了
」
と
あ
る
。

白
・
朱
の
ヲ
コ
ト
最
良
凰
櫓
の
細
く
将
士
泰
魚
の
瑠

亀
恩
に
酷
似
し
て
お
り
、
夜
風
与
榛
も
当
歯
の
長
句

を
一
再
し
て
い
る
。
押
寵
臣
聾
灸
と
な
さ
れ
て
あ
り

嘗
面
Q
夷
を
撮
っ
て
い
る
如
く
で
あ
る
。
日
葦
の
ヲ

コ
ト
簸
豊
富
等
去
哀
㌃
あ
り
　
訓
下
し
可
籠
至
の



る
ボ
厚
訓
淳
染
め
て
少
い
。
次
が
金
凰
そ
あ
る
。

思
ソ

○
　
我
電
　
上
一
環
・
「
・
或

ソ蒔
撃
　
束

珂

　

賢

誌

○
　
何
　
玖

散
大
丁
性
L
碍

茸執
。
○
　
辱
知
〝
久
－
吸
　
着
大
観
簿
へ
在
寮

も
（
登

而
　
玖

○

軋

大

ー
寺

旋
・
常
∵
竪

t

サ

○
　
井
l
　
傭

〇
　
番
∵
聾

．
且

子
翫

コ
し．
於
荘

コ
レ

遭
．
鉢
塗

○
　
書
目

亭

囲

妙

薄

茶

爵

ク
ソ
「

鞄
各
認
榛
東
翠

し
し

〇

　

三

T
グ

結
聴
多
　
野
　
　
○
　
告
　
如
具
．
債
．
言

○
　
何
　
吠
敏
着

○
玖
停
酎
ク
埠
　
○
彗
詞
入

○
推
す
教
書

3

　

（

皿

の

　

ん

丁

！

2

）

轟
上
　
　
○
　
慄

l
ノ

墳
　
量
　
昔

右
の
外
に
拉
上
欄
に
日
華
の
直
紀
が
あ
る
。



感」（ノ日）

ん

ナ

　

（

Ⅲ

の

′

女

／

3

）

コ黙員）
（
宴
）
施
興
∴
会
甘
罫
云
二
親
寂
．
ト

至
共
産
拉
巧
輝
尽
－

こ
れ
ら
是
ね
後
半
部
に
あ
去
・
同
じ
く
後
半
部
に
朱
訓
が
あ
警
告
昌
訓
よ
踵
や
多
芸
忠
良

玖
の
翠
壊
ぞ
決
し
て
多
く
は
払
い
。

、
1
＼
つ

〇

線

象

聾

　

〇

枚

．
君
へ
ダ
リ

。
猶
予
L
リ
。
渾
憮

∋、［

○
鉢
尊
　
○
同
－
環

八
′
り
7
日
目

○
知
日
畢
ヒ
カ
′
‖
つ

∋
千

〇
凧
遇

せ
う

○
相
違
着

⊥
い
せ
、
＼
ム

○
中
年
女
人

七
ウ
ケ
札

⊥
小

○
巌
身

イ

ハ

′

／

○
覇
　
○
吼
穐
　
△
．
樽
製
薬

l
T
ソ
ア
　
　
音
工

。
準
b
錘
環

／

〇
時
置
三
簡
叩
　
○
康
獲
苓
珂
水
牛

ム

寸

．

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

L

日

　

　

　

大

共

○
萄
虞
犀
敵
中
　
〇
日
重
量
　
　
〇
五

、
ソ
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
［
テ
ナ

○
皐
瓶

、
．
七
、
今

福
　
問丁
、
」
ロ
ヘ
リ

い
ず
れ
も
本
文
の
喫
与
の
数
か
の
一
位
の
小
さ
い
与
そ
、
本
束
の
美
観
を
頒
わ
・
蚤
い
か
の
如
く
．
こ
記
入
さ



れ
て
い
る
。
右
の
外
の
書
へ
は
欄
外
に
朱
筆
そ
「
ぺ
帽
御
草
本
共
兎
二
年
二
本
」
「
考
何
せ
企
、
此
皿
与
夕

冬
毛
之
位
大
崎
衛
筆
直
之
今
一
本
令
止
め
」
専
あ
り
、
一
、
二
、
の
符
号
等
ボ
あ
る
が
整
然
と
美
し
く
書
き

加
え
て
あ
る
。

さ
て
丸
林
凍
訓
簸
と
い
う
の
は
患
中
程
と
着
京
並
く
L
に
あ
っ
て
管
見
で
は
吹
の
南
側
が
見
解
か
つ
え
。

冒
‥
白
㌫
恕
鉱
針
訓
ぞ
あ
る
・

え
ウ

へ
オ
ス
）

1　－　－　1．11

万
久

＿

　

l

　

1

　

．

．

1

＿

（
ア
ラ
ス
、
、
こ

1
　
－
　
－
　
－
－
－
t
 
t
　
ー
　
ー
　
ー
　
ー
　
－
　
．

人
ヒ
　
ア
ー
「
え
ー

．
　
．
J
主

■

○
壕
噌
・

熱
．
聖
廟
・
朽
木
昔
風
轟
「
囁
塵

．
－
1
．
－
．
．
．
－
．
へ
で
り
コ

盲
へ
ク
モ
レ
久
一

－

　

．

　

．

　

－

　

1

　

－

　

1

　

1

　

1

＿

＿

1

．

頗
　
毒
　
聾
、
え
．
項

J
　
（
ロ
の
「
女
／
阜
）

．
．．【

γ
ヒ

0
礫

A
u石
Ⅹ－．

準
互
・
破
罷
・．

－

．

－

－

．

．

・

Ⅰ

1

．

．

．

4

二
「
ム
一

〇
擬
餌
是
堵
通
過
叫
．
．
打
壊

．．．．11．－．－．．－

㌃

ェ

？

り

′

○
男
色
期
日
．
痺
…
．
㌧

ヒ
カ
リ
（
暴
）



～
　
訂
日
．
一

牙
‥

〇
唯
　
枚
於
覇
者ト盲
）

r
す
い

○
　
旦
　
牽
　
蛙
清
守

一
′
勇
ソ
ノ
。
ノ

〇
着
哉
奪
河
薩
餌
軍
．
∵

ト
云
へ
朱
）

甚

微

妙

占

　

（

町

の

阜

！

∫

）

○
應
善
同
義
繚
「
監
良
（
奉
）

甘
漸
艮

現
も
与
体
か
ら
見
る
に
白
筆
の
長
唇
の
頃
の
も
Q
で
あ
り
、
占
孝
瑚
無
わ
教
務
の
手
に
な
る
ヒ
見
ら
れ
る
。

糠
の
資
料
は
、
大
喝
王
院
蔵
藻
書
、
珂
勃
屑
戎
本
（
黄
泉
竺
二
瓶
）
そ
、
去
る
三
十
六
年
九
冒
、
東
京
の

展
膏
箕
宿
に
お
け
る
高
野
山
救
貧
噂
剖
展
に
お
い
て
垣
光
町
下
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
初
日
に
尊
兄
し

た
折
に
蛙
見
逃
し
・
纂
島
珠
の
堅
爪
そ
翌
日
攻
め
て
見
各
た
も
の
で
あ
る
。
こ
Q
方
は
乳
鉢
壕
の
仮
名
の
外

に
・
先
の
固
く
丸
い
象
牙
撮
同
異
で
良
し
と
乳
の
ラ
ー
ト
罷
お
よ
び
声
粒
ち
し
き
ヤ
の
も
あ
る
。
剖
芸
事

の
ヲ
コ
ト
粗
お
よ
び
小
与
の
収
各
が
少
々
存
す
る
が
、
爪
鉢
壕
の
訓
且
墨
筆
の
よ
り
大
与
で
あ
る
。
軋
駄
境



魚
も
墨
訓
泉
も
金
最
に
亘
っ
て
村
n
て
あ
る
。
こ
Q
溝
の
本
文
拉
各
現
在
筆
致
ぞ
千
草
布
鞄
を
下
ら
払
い
。

ヲ
コ
ト
最
良
判
埠
の
珊
く
、
将
士
束
泉
の
紀
樽
簸
ぞ
、
墨
訓
時
限
名
字
株
か
ら
見
て
凡
そ
末
席
頃
か
と
見
ら

れ
る
。
汎
称
環
訓
も
墨
仮
名
と
同
与
体
か
、
や
や
古
の
か
し
く
悪
ら
ぺ
同
期
項
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
聖
夜

鳥
尊
称
に
つ
い
て
組
に
注
意
す
べ
き
こ
と
且
・
平
収
鬼
「
、
揖
」
「
L
 
P
奄
芝
を
会
ん
ぞ
い
る
こ
と
で

芸
武
居
巧
教
場
悪
天
唇
二
年
凰
晶
通
ず
る
・
か
つ
・
ヲ
コ
ト
泉
の
芸
も
票
し
て
い
る
C

左
中
星
息
を
「
刀
」
「
ト
キ
」
に
用
い
、
コ
「
二
ア
リ
）
爪
朱
、
右
下
デ
」
（
ナ
リ
）
九
竺
ど
）
　
か
ら
、
大
層
二
年
敗
と
困
俺
が

あ
る
も
の
と
思
う
。

ケ
軋
鉱
床
東
の
仮
名
訓
側
を
京
す
。

ひ
聖
が
複
－
－
－
し（て
）

峯
（
ぇ
）
　
　
へ
空
　
へ
の
ー

足
異
息
芸
響
南
笠
軒

へ
l
こ

右
ユ
（
ソ
。
）

薄
さ

．

叩
．
．
：

．丸二、㌧

℃
廼
朴
季
牽
．
丑
夫
∵
前
清

「
㌧
へ
て
）

へ
を
）

虐
中
高

患
者
間
勃
魚
の
ヲ
コ
ト
東

ヲ
コ
L
「

4

　

6

ノ

「

柱

」

ニ

　

カ

レ

ア
リ
′
、
丁
リ

名
ノ

〔
（

皿

の

牛

！

占

）
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（

可

の

ん

ア

／

7

）

へ
去
ヱ
頂
点
（
非
ご

・
－
・
・
1
－
1
J
J
．

〇
）
二
王
）
惑
．
吏
其
隼
輿
粒
士
数
千
人
士
走

，

・

．

．

I

 

I

．

1

一
丈
ニ
ス
一

〇
呉
焚
破
　
華
．己でL

b

「
．
．
・
l

O
為
薗
由
∵
単
一

「
．
∴
ヶ
L
 
r
㌧
．
．
－

（
三

°

1

．

－

1

．

▲

一
ト
ロ
へ
う
ー

○

甚

重

之

上

速

t

　

1

　

－

　

1

▼

　

－

　

－

　

I

－

　

－

－

　

1

・

．

▼

．

∵
［
卜
え
ろ
ぺ

ー

l

 

l

 

l

 

l

 

l

＿

l

　

1

－

　

－

．

奉
太

」
へ
㌣
尖
）

一

I
－

一

－

．

．

I淳′・

へ
人
士
阜
）
？
と
）

○
上
由
知
立
　
え

（に）

〇
㌔
現

布
宣
女
去
‡
）

施
資
大
島
卑
小
．
．
一

○
上
転
へ
。
ヌ
て
し
　
（
墨
剥
．
「
ゐ
r
J

日

〇
人
票
音へ十と

）

…
、
へ
て
）

．
二
璽
聖
ハ
マ
壬
）

‥
ト
へ
て
）



○
骨
壷
噌
堅
虹

1

．

．

．

こ

＿

．
．
：
ェ
ド
一

示
寺
へ
ム
里
）
　
（
謹
皇
　
工
望

〇

六

下

共

車

と

各

年

幣

星

を

兄

無

功

○
　
王
　
徐
虚
墓
守
r
矛
声
）

○
　
上
　
欲
　
供
え
JP．1．

五
人
革
へ
る
）

．

玖

軒脅
該一■hCと）
揖
塚
e

一

丁
告
王
へ
・
し
へ
し
も
さ
）

。
晋
草
餅
二
芸
尋
年
与

へか）

○
　
甲
葡
　
五
　
膏
　
被
　
可

「
圭
㍉
曇
ヱ

ー

玖
盛
」
奄

買
塑
へ
し
メ
）

○
敢
肩
．
．
華
．
之
不
予
銀

右
の
再
質
料
に
異
風
す
る
の
良
次
の
驚
ぞ
あ
る
b
　
「
且
ヲ
コ
上
敷
が
共
に
惇
主
家
東
で
あ
る
こ
と
。
二
、
年

代
が
ヰ
妾
中
・
後
期
ぞ
あ
る
二
と
・
三
拉
興
に
本
文
が
真
東
ぞ
あ
る
こ
と
。
博
士
家
来
と
れ
弥
凍
東
と
の
岡

9

　

（

Ⅲ

の

　

牛

！

0

0

）



〃

（

防

の

阜

！

9

）

侭
は
偶
然
か
苓
い
も
か
ら
ず
未
勘
ぞ
あ
る
が
、
か
の
平
飯
島
ボ
ス
偉
土
森
泉
毎
い
し
島
、
牙
五
琴
寂
に
限
っ

て
表
わ
れ
る
こ
と
と
同
株
が
あ
る
か
ど
う
か
。
段
着
庄
推
測
の
域
を
鞘
あ
い
が
、
埠
に
着
え
霊
、
書
面
を

汚
す
ま
、
l
と
い
う
意
帯
が
璃
く
働
い
て
い
た
も
の
ぞ
あ
ろ
う
か
。
傍
訓
鮮
少
あ
く
か
つ
そ
の
昔
き
空
乙
才
が

小
さ
く
、
琴
い
は
璃
外
尊
に
す
る
こ
と
と
同
株
が
あ
る
の
ぞ
且
あ
る
よ
い
か
。
更
に
多
く
の
寒
風
Q
発
見
を

承
っ
て
止
ま
番
い
。

（
三
七
・
九
・
九
　
重
醇
　
）

．
丸
紅
風
速
郡
職
伸
誓
書
慧
年
白
熱
の
－
づ
つ
「
梁

一一一「．－一巳11
句

ヾ
ソ
　
・
し
一
丁
，



［
呵
　
紀
］

馬
拭
っ
て
複
、
疎
音
揚
旋
筒
天
唇
二
年
完
留
へ
）
点
に
も
軋
弥
境
克
ち
し
き
も
の
の
あ
る
こ
と
に
気
付

い
た
。

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

複
製
本
蒜
甘
ウ
ニ
行
目
の

コ

、

に

　

　

　

　

　

　

　

　

に

云

・

克

子

攻

落

吾

。

放

誌

揮

え

　

汎

溢

整

骨

の
「
瓜
慈
し
の
石
債
に
「
人
む
　
ご
、
「
き
の
首
席
に

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

＼

十
欲
目
中
三
行
司
の

し
そ

流
　
星
　
猛

「
ハ
ム
イ
ツ
）

「
○
ロ
ロ
L
の
札
泳
橡
の
も
の
が
あ
る
。

へ
‡
P
仇
、
〕
）

の
「
菟
」
の
右
傍
に
も
「
L
毛
」
が
見
え
る
。

先
晩
の
肘
珂
Q
た
め
か
殆
ど
同
じ
位
置
そ
あ
る
q
吉
沢
義
則
将
士
の
敦
夫
へ
同
語
敦
鈴
）
で
枯
ふ
く
競
ん
ぞ

い
冬
い
e
肉
駿
で
見
舞
い
も
の
が
与
異
同
の
ラ
イ
ト
ぞ
却
っ
て
浮
び
再
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
萄
珊
岳

敵
の
碑
麿
ま
で
よ
く
見
え
て
い
る
。
し
恥
も
・
こ
の
巌
奥
本
は
大
収
で
あ
っ
七
た
め
の
こ
と
も
あ
ろ
う
。

〃

　

（

四

の

牛

2

0

）



〃
　
（
田
の
ム
・
Z
／
）

禾
唇
二
年
点
は
書
玖
将
士
に
よ
る
と
・
泉
・
墨
・
牙
二
朱
・
洛
六
旦
・
畢
青
空
八
東
の
施
取
が
あ
る
と
い

う
・
墨
醇
無
論
・
朱
も
青
も
費
も
萄
製
本
ぞ
首
唱
か
に
判
墳
で
き
る
。
日
掛
が
や
や
難
読
で
あ
る
が
、
自
浄

豊
泉
で
葛
か
れ
て
い
て
・
監
禁
蒜
く
抵
面
を
正
し
傷
が
急
く
で
あ
霊
と
は
登
る
e
そ
の
日

ゼ
金
嵐
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
し
く
思
わ
れ
る
珊
芸
あ
る
が
、
喝
製
本
Q
こ
と
ヒ
て
雨
靴
揖
斉
の
展
を
如
何

と
も
し
舞
い
。




